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図 2.6-3 和歌山市 地震・津波ハザードマップ 
 

【出典：和歌山市 地震・津波ハザードマップ】 
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2.7 まとめ 

治水のまとめ 

令和元年度から令和 5 年度までの 5 年間で計 12 回の洪水操作、内 3 回の全開放流操作を行

い、外水による浸水被害を発生させることなく洪水を安全に流下させた。令和 5 年 6 月（台風

2 号）洪水時には管理開始後最大の流入量を記録したが、操作規則に沿った適切な操作を実施し

たため、浸水被害は発生していない。また、管理体制についても、警戒体制発令から関係機関

への通知、下流巡視等を、遅延なく実施している。 

昭和 57 年 8 月洪水（最大流入量 5,365m3/s）と比べて、紀の川大堰完成後に発生した最大規

模の令和 5 年 6 月洪水（最大流入量 6,779m3/s）では、堰上流の最高水位を約 3.5m 低く抑える

ことができた。これは、紀の川大堰事業で実施した「新六ヶ井堰」の部分撤去と河道掘削、お

よびその後の洪水時における適切な堰操作を実施したためと考えられる。また、その他の大規

模洪水時においても最高水位を低く抑える水位低減効果を発揮した。 

洪水時の内水被害については、大堰建設前の昭和 57 年 8 月洪水では新六ヶ井堰による堰上げ

で水位が上昇し、右岸支川の排水不良による広範囲の内水被害が生じていたが、大堰建設後の

大規模洪水時には堰上げによる堰上流の水位上昇を抑制するとともに、支川の流末に設置した

排水機場の運用と相まって内水による浸水被害を軽減してきた。管理開始後、既往最大の流入

量を記録した令和 5 年 6 月洪水では、内水被害は生じなかった。 

耐震対策については「河川構造物の耐震性能照査指針（案）」に準拠し、津波対策については

既往最大津波を対象とした断層モデルによるシミュレーションから想定した津波を考慮して設

計している。一方で、「南海トラフ地震」等による L2 地震に対する耐震性能が不足しているこ

とが判明しているため、令和 4 年度～令和 8年度にかけて、L2 地震に対しても堰の開閉機能を

十分に保持するための耐震補強工事を実施中である。 

 

今後の方針 

今後も引き続き、地域の生命・財産を守るため、操作規則に基づいた適切な堰操作を行う。

また、雨量レーダや台風進路予測等の情報を活かし、より一層万全な管理体制を構築する。 

将来発生が予想されている L2 地震が発生した際の堰の開閉機能を確保するため、堰本体、ゲ

ート、管理橋、付属施設の耐震補強工事を引き続き実施し、速やかに完了させる。 
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2.8 文献リスト 

 

表 2.8-1 「2.治水」に使用した文献・資料リスト 

No. 文献・資料名 発行者・出典 発行年月 引用ページ・箇所 

2-1 
紀の川水系河川整備計画【国管理

区間】 

国土交通省 

近畿地方整備局 
平成24年12月 

2.2.1 洪水浸水想定区域の位置および

面積 

2-2 国勢調査 総務省統計局 令和5年 
2.2.1 洪水浸水想定区域の位置および

面積 

2-3 

紀の川水系紀の川 洪水浸水想定

区域図【想定最大規模】 

（一部加工） 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成28年6月 
2.2.1 洪水浸水想定区域の位置および

面積 

2-4 
紀の川大堰 操作規則・細則  

概要版 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成23年 2.3.1 洪水時の操作概要 

2-5 
工事中における紀の川大堰操作

要領 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成15年5月 2.3.1 洪水時の操作概要 

2-6 紀の川大堰操作規則 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成24年10月 2.3.1 洪水時の操作概要 

2-7 水文水質データベース 国土交通省 
平成16年 

～令和6年 
2.3.2 洪水時の操作実績 

2-8 紀の川大堰管理日報 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成16年 

～令和6年 

2.3.2 洪水時の操作実績 

2.4.1 堰建設による水位低減効果 

2-9 紀の川大堰管理補助業務報告書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成17～18年 2.3.2 洪水時の操作実績 

2-10 紀の川大堰操作記録 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成16年 

～令和6年 

2.3.2 洪水時の操作実績 

2.3.3 洪水時の対応状況 

2.4.1 堰建設による水位低減効果 

2-11 紀の川流域流量推移表 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

平成27年 

～令和元年 
2.3.2 洪水時の操作実績 

2-12 
平成29年洪水を対象としたシミ

ュレーション 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

－ 2.4.1 堰建設による水位低減効果 

2-13 
和歌山県 津波浸水想定図 

（一部抜粋・加工） 
和歌山県 平成25年3月 2.6.1 津波対策 

2-14 
和歌山市 地震・津波ハザードマ

ップ 
和歌山市 令和4年7月 2.6.1 津波対策 

2-15 
歌山河川国道事務所資料（堰堤改

良事業） 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務 

－ 2.6.2 耐震対策（地震、津波） 

2-16 
令和元年度 紀の川進捗点検報告

書 

国土交通省 

近畿地方整備局 

和歌山河川国道事務所 

令和元年 2.6.2 耐震対策（地震、津波） 

 

 




